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お役に立つ情報をお届けします。
　　　忙しいビジネスのお手を少し休めて、お読みいただければ幸いです。

あなたとの出会いが an at t rac t ive  oppor tun it y  となるように願い at t rac t ive通信と名付けました。
　　　　　　　　　

「努」 と書いて何と読む？

  「努」　この文字ってどのように読みますか？　　つとむ？　ど？　まだ、 あったっけ？

ゆめ　とも読むそうです。 努々　と書いて　ゆめゆめ　です。

夢を実現するには、 日々の努力が必要だと言うことでしょうか？

私達も掲げるビジョンを努々忘れないでこそ、 その達成があるのかもしれません。

  努々、 思いがけないリスクを、 経済的に対処することが私たちの仕事です。

保険担当者は申し込みの獲得だけではなく、 保険金、 給付金の支払いにこそ、 しっかりと努めてい

かなければと思います。

  つとむ？の漢字には、 努の他にも、 勉 ・ 務 ・ 勤などがあります。 意味がよく似ている気がします。

なんとなく、 楽しくないイメージを覚えるのは私だけでしょうか？

やらされる、 強いられる、 制約される感覚がします。

  勉強するとは。 学業する事だけではなく、 価格交渉の時、 「勉強してよ」 という使われ方を聞い

たことがあります。

  実はこの 「勉強」 の値引きの要請 ・ 交渉と言う使われ方のほうが歴史は古く、 努めることを強

いる安くしろ、 してほしいとして使用され、 そんな意味で学ぶ ・ 「勉強する」 ことは苦行、 辛い、

楽しくないイメージを持ってしまったのかもしれません。 私も学校の授業は楽しい思い出は少ないで

す。

  「努める」は「力める」とも書くそうです。 学校は礎となる「力」を養う時期なのかもしれませんね。

しかし、 この歳になって思うことかもしれませんが、 学ぶことは決して強いられる事だけでなく、

私達が強くなること、 成長することだとも思います。

  スポーツにしても、 どんなことをするにも型や基本が大切です。 それを身につけた上で、 学ぶこ

とによって情報を知ること、 その情報と情報を組み合わせて知恵を巡らせること。 その知識を、 ご

縁のある方々に役立てる事って、 とても素敵なことです。 ワクワクする感覚すら覚えます。

なんだか子供たちにお説教のような、 文章になってしまいましたが。

さあ本日も、 「強かに」 「勉める」 ことに努めていきましょう。


